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九州地方整備局事業評価監視委員会（平成２０年度 第４回）
議 事 概 要 （ 速 報 ）

○日 時 平成２１年２月１０日（火）１４：００～１６：００

○場 所 福岡市博多区 第三博多偕成ビル ４階大会議室

○出席者
・委 員 善委員長、秋山委員、小野委員、木原委員、野見山委員

・整備局 岡本 局長、佐藤 副局長、上田 総務部長、森北 企画部長、藤澤 河川部長
野口 道路部長、川元 営繕部長、他

○資 料
・資 料－１ 議事次第
・資 料－２ 九州地方整備局事業評価監視委員会( )座席表平成２０年度 第４回
・資 料－３ 九州地方整備局事業評価監視委員会 委員名簿
・資 料－４ 平成２０年度第４回委員会

（ 、 、 ）事業再評価 河川１事業 ダム１事業 砂防２事業

○議 事
１．開 会
２．出席者の紹介
３．第３回委員会付帯事項について
４．対象事業の審議

１）重点審議事業の選定説明

２）再評価対象事業の説明、審議 （河川１事業、ダム１事業、砂防２事業）

・白川河川改修事業

・立野ダム建設事業

・雲仙砂防事業 水無川上流
・川辺川砂防事業

５．閉 会
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位 置 図（再 評 価）

鹿児島県

宮崎県

大分県

熊本県

長崎県

福岡県

佐賀県

凡例

県 境
再評価

立野ダム建設事業

白川河川改修事業

雲仙砂防事業 水無川上流

川辺川砂防事業
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九州地方整備局事業評価監視委員会 委員名簿

あきやま じゅいちろう

○秋山 壽一郎 九州工業大学工学院工学研究院教授

あさの なおひと

浅野 直人 福岡大学法学部教授

いのうえ のぶあき

井上 信昭 福岡大学工学部教授

お の ゆういち

小野 勇一 九州大学名誉教授( )北九州市立いのちのたび博物館館長

きはら たかし

木原 隆司 九州大学大学院経済学研究院教授

ぜん こうき

◎善 功企 九州大学大学院工学研究院教授

たなか こうじ

○田中 浩二 （社）九州経済連合会 副会長

のみやま みちこ

野見山 ミチ子 ＮＰＯ直方川づくりの会理事長

※◎印：委員長 ○印：副委員長

（五十音順、敬称略）
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○第３回委員会の付帯事項について

前回委員会の付帯事項であった肝属川河川改修事業における堤防強化の目的、内容等に

ついて説明を行った。

○重点審議事業の選定説明

本日の審議事業における重点審議事業、要点審議事業の選定理由について、小野委員よ

り説明を行った。
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○審議結果
事務局より再評価対象事業（河川１事業、ダム１事業、砂防２事業）について説明し、審

議を行った。

【白川河川改修事業 ・・・ 事業継続】
■審議の結果、対応方針（原案）どおり、事業継続で了承された。
■委員からの意見
・特に無し

【立野ダム建設事業 ・・・ 事業継続】
■審議の結果、対応方針（原案）どおり、事業継続で了承された。
■委員からの意見
・事業費が確定した段階で改めて再評価を行うこと。

【雲仙砂防事業 水無川上流 ・・・ 事業継続】
■審議の結果、対応方針（原案）どおり、事業継続で了承された。
■委員からの意見
・事業計画の見直しが整理でき次第、再度、事業評価を行うこと。

【川辺川砂防事業 ・・・ 事業継続】
■審議の結果、対応方針（原案）どおり、事業継続で了承された。
■委員からの意見
・特になし。
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○審議結果
事務局より再評価対象事業（河川１事業、ダム１事業、砂防２事業）について説明し、審

議を行った。

【白川河川改修事業 ・・・ 事業継続】
■審議の結果、対応方針（原案）どおり、事業継続で了承された。
■委員からの意見

◆樹木の移植は、周辺の土をあわせて移植することで昆虫の生息環境に極力影響を
与えないよう、生態系に配慮した方法を検討して頂きたい。

▲事務局：極力生態系に配慮した方法について検討してまいりたい。
◆河川事業のみを対象としたＢ／Ｃについて説明願いたい。

▲事務局：河川事業のみの場合、Ｂ／Ｃは４５程度となる。

【立野ダム建設事業 ・・・ 事業継続】
■審議の結果、対応方針（原案）どおり、事業継続で了承された。
■委員からの意見

◆原石山で確認された遺跡は重要なものだったのか。
▲事務局：旧石器時代から縄文・弥生時代までの遺跡が確認されており、それぞれ

の層が明確に区分されていることや保存状態も良好なことから、非常に
重要と県の方から聞いている。

◆骨材供給方法の検討の見通しは。
▲事務局：平成２１年度中を目標に決定したい。

◆対応方針（原案）に手戻りのない工事と必要な諸調査を継続とあるが、具体的に
は。
▲事務局：骨材供給方法の検討を行うとともに、現在行っている工事用道路の延伸

及び水理水文・環境調査等を実施する予定。
◆事業費が確定した段階で改めて再評価を行うこと。

【雲仙砂防事業 水無川上流 ・・・ 事業継続】
■審議の結果、対応方針（原案）どおり、事業継続で了承された。
■委員からの意見
◆近年の流域の状況を反映した事業費ならびに工期について、事業計画の見直しが

整理でき次第、再度、事業評価を行うこと。
▲事務局：事業計画の見直しが整理でき次第、再度、事業評価を行う。

【川辺川砂防事業 ・・・ 事業継続】
■審議の結果、対応方針（原案）どおり、事業継続で了承された。
■委員からの意見
◆今回の評価から別の名称になったのか。

▲事務局：前回は評価単位が施設単位であったため名称を施設名としているが、今
回は要領の改訂等により川辺川砂防事業全体を対象に評価を行っている
ため、名称を川辺川砂防事業としている。


